
川⻄町の⼟地利⽤とまちづくり
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川⻄町⻑ 竹村匡正
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１ 川⻄町の実態

⼈⼝︓8,491人
⾯積︓ 5.94㎢

奈良盆地の中央に位置するコンパクトな町です。

⼈⼝：令和２年１０⽉１⽇現在住⺠基本台帳



２ 交通アクセス
奈良盆地の中央に位置し、県内外からのアクセス良好
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３ ⼟地利⽤
コンパクトな町域で町を持続させる方法は？

都市計画区域
（住居系）１４％

市街化調整区域
７８％

都市計画区域
（工業系）８％

工業系
に特化

都市計画区域
（商業系）０％



４ 製造業が集約する町
工業系に特化しやすい理由：通勤しやすく、物流にも便利

川⻄町

・県内市町村からの就労者
約２,６００人

・県外からの就労者
約４４０人

人口
8,600人

製造品出荷額
787億6千万円

・県内の町村では１２年
間連続で１位をキープ

・市町村面積あたりの製
造品出荷額全国６８位
（奈良県１位）

町外からの
就労者
約3,000人

・昼間人口と夜間人口がほぼ同じ
・町内の事業所で就労する人
約４,０００人

・うち川⻄町⺠が約１,０００人

就労 出荷

【町外】 【町外】

製造品出荷額：２０１８年工業統計調査



５ まちづくりの課題
人口減少・少子高齢化で、都市機能を維持できない？
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40年間で人口
が２/３に8,500人

H12〜27：国勢調査／R02〜22：国立社会保障・人口問題研究会「日本の地域別将来推計人口（平成30年推計）



６ これからの⼟地利⽤とまちづくり①
ベッドタウンから「働きに来る場所」への転換

１９７０年代〜
２０００年代

大阪・京都へのア
クセスの良さから
ベッドタウンとし
て人口増加。

住環境の整備

２０００年代〜
２０１０年代
団塊の世代の定年
退職。
少子高齢化の深刻
化。

２０２０年代〜
人口減少の急速化。
生産年齢人口の割
合が低下。

交流人口の確保

ベッドタウンのまちづくり
（暮らしやすさの追求）

しごとと雇用を生むまちづくり
（人・もの・お金が集まる環境づくり）

住環境の整備

福祉の充実

（暮らしやすさの追求）

福祉の充実

住環境の整備



７ これからの⼟地利⽤とまちづくり②
ベッドタウンから「働きに来る場所」への転換

しごとと
雇用の創出

税収確保

交流人口
の確保

工業ゾーン
に企業誘致

駅前環境の
整備

生活・就労
環境の整備

行政
サービス
の維持

人・もの・お金が
集まる環境づくり

暮らしやすさの
追求



８ 川⻄町の２⼤まちづくり事業①
生まれ変わるまちの玄関：近鉄結崎駅周辺整備事業

住⺠の利便と安全の向上だけでなく、
企業にとっても、従業員の通勤が便利になります。



９ 川⻄町の２⼤まちづくり事業②
新たな立地企業を誘致：唐院工業団地周辺整備事業

唐院工業団地周辺を「工業専用地域」に指定。
１１haを新たに産業用地として開発・分譲。



１０ これからの⼟地利⽤とまちづくり
町の特徴を活かした未来志向のまちづくり

町域の狭さ
町の特徴

交通アクセスの良さ
「コンパクトなまちづくり」
で住みやすさに活かす。
何かに特化した土地利用。

交通アクセスの良さ
町の特徴

「町外に出ていきやすい」
だけでなく、
「町外から来てもらいやすい」
も活かしたまちづくり。


